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代謝シグナル解析分野では、全身の臓器における代謝調節メカニズムを分子レベルで研究
しています。
我々は主に遺伝子改変動物などの解析を通して、以下の2点の解明を目指しています。
　（A）転写制御因子による遺伝子レベルの代謝制御メカニズム
　（B）「代謝シグナル」（ホルモン・自律神経・栄養素）による
　　　　代謝関連遺伝子の発現制御メカニズム

現在進行中のプロジェクトは以下の通りです。
1. 膵臓のβ細胞およびα細胞調節の分子メカニズムの解明。
2. 視床下部による摂食調節、およびエネルギー代謝調節の分子メカニズムの解明。
3. 肝臓の糖・脂質代謝調節の分子メカニズムの解明。
4. 糖尿病治療薬の抗肥満効果、およびグルカゴン抑制効果の分子メカニズムの解明。

　これらの研究を通して、メタボリック症候群（特に糖尿病と肥満）の新しい治療法、および予
防法の開発を目指しています。
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代謝関連臓器と代謝シグナル
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核内滞留型FoxO1の膵臓特異的トランス
ジェニックマウス(Tg)では、膵ランゲルハン
ス氏島のβ細胞が減少する。

Pomc-Cre; Rosa26Sirt1-WT　コンディショナルノックインマウスの雄では、加齢
性の体重増加が抑制され、脂肪細胞の小型化を伴う内臓脂肪重量の減少を
認める。
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糖尿病治療薬の一つであるmiglitol（αグルコシダーゼ阻害
薬）はエネルギー消費を促進し、高脂肪高ショ糖食飼育による
食事性肥満を抑制する。
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